
 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会

理論編

１ 社会科の目標

２ 社会科で育成する資質・能力

３ 評価の観点

実践編

１ 授業改善に向けて

２ 指導計画・評価計画の作成

３ 実践を通して明らかになったこと

資料編

１ 単元指導計画（指導と評価の計画）

２ 学習指導案例

３ ワークシート例

社会科における評価のポイント



① 理論編
１ 社会科の目標

社会生活についての理解を図り、我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て、国際

、 。社会に生きる民主的 平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う

我が国の国土と歴史
社会生活についての理解

に対する理解と愛情

第３学年・第４学年 第５学年 我が国の産業や国土に関する内容

地域社会に関する内容 第６学年 我が国の歴史や政治、

国際理解に関する内容

公民的資質の基礎

社会科の究極的なねらい

２ 社会科で育成する資質・能力

( ) 社会的事象を多面的に考察し、公正に判断する能力や態度1

( ) 日本人としての自覚をもち、国際社会で主体的に生きる資質や能力2

（平成 年７月の教育課程審議会の答申から）10

そのためには

網羅的で知識偏重の学習にならないようにするとともに、社会の変化に自

、 、ら対応する能力や態度を育成する観点から 基礎的・基本的な内容に厳選し

学び方や調べ方の学習、作業的、体験的な学習や問題解決的な学習など児童

生徒の主体的な学習を一層重視する （学習指導要領社会科改訂の趣旨から）。

３ 評価の観点
（社会科の評価の課題）

、 。これまでの社会科の評価は 覚えている知識・理解の量によって相対的に評価する傾向が見られた

現在の目標に準拠する評価においても、各観点別の評価は、知識・理解や子どもの文章力に影響され

やすく、子どもの学びの過程を具体的に捉え、指導に役立つ評価の在り方が求められる。

－ 観点別評価において児童のどんな姿を捉えるのか？ －

●社会的事象への関心・意欲・態度 ●社会的な思考・判断

●観察・資料活用の技能・表現 ●社会的事象についての知識・理解



●社会的事象への関心・意欲・態度

社会的事象に関心をもち、それを意欲的に調べることを通して、社会の一員として自覚をもっ

て責任を果たそうとすることです。

評価の手順

（単元名「ごみのしまつと活用」第４学年）

①ごみの処理にかかわる対策や事業に関心をもち、意欲的に調べ、考えながら

追究している。

②地域の人々の健康な生活の維持と向上のために地域の人々が工夫や努力、協

力をしていることの理解に基づいて、自分も地域社会の一員として、進んで

協力しようとする気持ちをもとうとしている。

【関心】 【意欲】 【態度】

「関心をもつ」という文言 「意欲的に調べる」という 「自覚 「気持ち 「心」、 」、

が使われています。関心を 文言が使われています。意 情」をもとうとするという

もつというのは、これから 欲は、児童が、見学や調査 文言が使われています。児

学習する内容に対して、興 などの学習活動に取り組ん 童が、単元で学んだことを

味、驚き、疑問、問題意識 でいる様子で判断します。 社会生活に生かそうとする

をもつということです。こ このような状況は、単元の 気持ちをもっているかどう

のような状況は、単元の入 途中での評価になります。 かで判断します。このよう

り口での評価になります。 な状況は、単元の終わりで

の評価になります。

すごいな ふしぎだな 「熱心に調べている 「ね 「～することが大切だと思「 」、「 」 」、

「なぜだろう 「調べてみ ばり強く取り組んでいる」 う 「進んで～しようと」、 。」、

たいな」という発言や記述 などの行動をチェック項目 思う 」などの発言や記述。

をチェック項目として評価 として評価します。 をチェック項目として評価

します。 します。

観察 ･･行動観察

発言 ･･発言の内容分析

記述 ･･ノート、学習カード、自己評価など
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●社会的な思考・判断

社会的事象から学習の問題を見いだして追究・解決し、社会的事象の意味を考え、適切に判断

することです。

評価の手順

（単元名「ごみのしまつと活用」第４学年）

①ごみの処理にかかわる対策や事業について問題意識をもち、学習の見通しを

もって、自分なりに追究している。

②調べたことをもとに、ごみの処理にかかわる対策や事業は地域の人々の健康

な生活の維持と向上に役立っていることを考え、適切に判断し、学習の問題

を解決している。

【思考】 【判断】

問題意識をもち 学習の見通しをもって 「適切に判断し、問題を解決している」「 、 、

自分なりに追究している」という表現がさ という表現がされています。調べたこと

、 （ 、 、れています。問題解決に向けて、何をどの をもとに考え 学習の問題 理由 特色

ような方法で調べるのかといった見通しを 工夫、関連など）について、よりよい解

もっているのかどうか、また、自分なりの 決をしているかを評価します。

考えや予想に照らし、考えながら追究して

いるかを評価します。

新しい情報を基に関係や法則性などを思い 事実を基に関連づけや理由を考えて （判、

ついたり説明したり、また、他の意見を参 断した根拠を明確にして）学習の問題を

。考に付け加えたり、修正しながら、次第に よりよく解決している状況を評価します

考えを深めている状況を評価します。 「～に対して○○○をしているのは、

「～は、○○○ではないだろうか 」 ＊＊＊という理由からだ 」。 。

「～は、○○○に関係しているようだ 」 「～に○○○という特色があるのは、。

「資料から考えて、～のために・・・な ＊＊＊だからだ 」。

どの工夫をしているのではないだろうか 」 「～に対して○○○をすることによっ。

「○○さんが言うように ・・・も考えら て＊＊＊している 」、 。

れる （どのように考えが変化していった 「～と○○○は、＊＊＊でつながって。」

かを記録する） いる 」など。

発言 ･･交流、討論、ディベートなどの発言の内容分析

記述 ･･ノート、学習カード、ワークシート、作文などの記述分析
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●観察・資料活用の技能・表現

社会的事象を的確に観察調査したり各種の資料を効果的に活用したりするとともに調べたこと

を表現することです。

評価の手順

（単元名「ごみのしまつと活用」第４学年）

①ごみの処理と自分たちの生活や産業とのかかわりを見学したり調査したりし

て具体的に調べている。

②ごみの処理にかかわる対策や事業が計画的、協力的に進められている様子を

見学したり調査したりして具体的に調べている。

③見学、調査した過程や結果を分かりやすく表現している。

【技能】 【表現】

「見学したり調査したりして具体的に調べ 「調べた過程や結果を目的に応じた方法

ている 「資料を効果的に活用したり」と で表現している」という表現がされてい」、

いう表現がされています。問題の解決に必 ます。結果だけではなく、調べた過程を

要な情報を集め、選び、活用する力が付い 目的に応じた方法で、分かりやすく、工

ているかどうかを児童の学習状況から把握 夫して表現しているかどうかを評価しま

します。 す。

調べ学習や見学、観察場面において 「グラ 小見出しやイラスト、グラフ、地図、年、

フやパンフレットなど必要な資料を集めて 表を活用したりして、学習の問題の解決

いる 「集めた資料から状況や変化などを に結び付けて調査した過程や結果を分か」、

読みとっている 「見学などで様子を具体 りやすく表現しているかどうかを評価し」、

的に観察し学習カードに記録している 聞 ます。資料をそのまま引用するのではな」、「

き取り調査の質問を考え準備している 集 く、見付けたこと、気付いたこと、分か」、「

めた情報を自分の問題解決に結びつけて整 ったこと、疑問などを自分の言葉でまと

理している」などの状況を評価します。 めているかどうかを評価します。

記述･･学習カード、ノート

作品･･レポート、掲示物、プレゼンテーションなど
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●社会的事象についての知識・理解

社会的事象の様子や働き、特色及び相互の関連を具体的に理解していることです。

評価の手順

（単元名「ごみのしまつと活用」第４学年）

①ごみの処理と自分たちの生活や産業とのかかわりが分かっている。

②ごみの処理にかかわる対策や事業は計画的、協力的に進められている

ことが分かっている。

【知識・理解】

「様子や働き、特色などが分かっている」という表現がされ

ています。ある社会的事象について、意味のある知識として

もっていることや社会的事象の存在を知っているかどうかで

判断します。また 「かかわりが分かっている」という表現が、

されています。それぞれの知識の相互の関連を具体的に理解

していることや社会的事象の（因果）関係を知っているかど

うかで判断します。

「○○とは、～ということです 「～には、○○というも。」、

のがあります 」などの発言や記述で評価します。断片的な知。

識だけを答えさせることのないようにすることが大切です。

「○○によって、～になった 「○○は、～に役立ってい。」、

ます 」などの発言や記述から関連や関係を理解しているか評。

価します。社会的事象の意味理解を具体的に分かっているか

どうかが大切です。

発言･･導入において既習学習を想起させる、まとめにおいて確認するための発問に対して

的確に答えているかなど

記述･･テスト、ワークシートなど

※ 「学習活動における具体の評価規準例」は、国立教育政策研究所「評価規準の作成、評価方法の

工夫改善のための参考資料」から引用
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② 実践編
１ 授業改善に向けて
ポイント
①単元の学習の構成を考えた上で、各時間の指導と評価を計画。
②単元の中に、学び方や調べ方の学習、作業的、体験的な学習や問題解決的な学習を適切に配置。

、 、③一人一人の興味や課題に応じて 調べ方やまとめ方など個に応じた学習活動が展開できるように
複数の学習活動を用意。

④身近な地域を学習対象として直接観察したり調査したり、教育資源（施設、人材等）を活用。
⑤評価計画に基づいて、児童の活動状況を確認し援助することにより、指導と評価の一体化、個に
応じた指導が可能。

２ 指導計画・評価計画の作成

( ) 単元の構成1

日本国憲法にはどの

ようなことが定めら

れているのでしょう。

、単元を通しての学習課題

学習計画を考える。

基本的人権について

調べよう。

調べ学習をする。

権利と義務 ､国民主権

について考えよう。

。問題解決的な学習をする

平和主義について

調べよう。

調べ学習をする。

憲法の内容を実現

するためにできる

。ことを考えよう

。自分の問題として考える

○ 単元名「２．わたしたちのくらしと日本国憲法」（東京書籍 新しい社会６年下）

学習活動における具体の評価規準等時
指 導 内 容 活 動 内 容

観点評価規準 十分に満足できる 努力を要する状況への間 ( )
評価の方法 と判断される状況 手立て〈 〉

１ 町の福祉ウ ・自分たちの町でどの 福祉に対して憲法は 身近な施設や自分の生( )関意態 ：自分たちの
ォッチング ような福祉が行われて どのような働きをし 活とのかかわりから、町でどのような福祉が

いるかを調べる計画を ているのかという問 町で行われている福祉行われているのか関心
立てる。 題意識をもって調べ について関心をもてるをもち、進んで調べよ

ようとしている。 ように、個別に指導・うとしている 〈発表。
支援する。・計画カード〉

２ 市の福祉政 ・日本国憲法の基本 教科書や資料集の写( )知理 ：市の福祉政 福祉の町づくりは、
策と憲法の 的な原則を調べ、市 真や図と児童が実際策と憲法とのかかわ 国や府、民間の人
関係を調べ の福祉政策と憲法の に調べたことを結びりが分かっている。 たちが協力し合っ
る 関係を話し合う。 付けながら、理解に〈発表・ワークシー て実現できること

応じて補説する。ト〉 に気付いている。

３ 基本的人権 ・資料を活用し、基 自分の問題意識に まとめの活動に取り( )技表 ：くらしを支
を大切にす 本的人権を尊重する 沿ったテーマを設 組めない児童に対しえる政治の働きを、
る市の考え 考え方が、政治にど 定して、調べたこ ては、まとめ方や表図や表にまとめてい
を聞く のように反映されて とを整理し、分か 現の仕方などを得意る 〈行動観察・発。

いるかを図や表に整 りやすく表現し て な方法でよさが生き表用紙〉
理する。 いる。 るように指導する。

４ 政治と権利 ・憲法に記された国民 ：みんなの願い 政治には参政権と納 資料集等にあるそれぞ( )思判
・義務の関 の権利と義務について を実現する政治と権利 税の義務が大切であれの権利と義務につい
係を話し合 調べ、政治と権利・義 ・義務の関係について るということを国民 て、自分自身とどのよ
う 務の関係を話し合う。 考えている 〈ワーク の態度とかかわって うにかかわっているか。
《本時》実 シート〉 考えている。 を補説する。
践編参照

５ 市の政治か ・参政権と国民主権の 参政権は国民主権の 国民が国の政治にどの( )思判：主権をもつ国
ら国民主権関係について調べ、国 表れであり、民主政 ようにかかわっている民が、国の政治にどの
を調べる 民主権がどのように実 治にとって極めて重 か、一つ一つについてようにかかわっている

現されているかを話し 要であることを考え 具体的に説明する。か考えている 〈ワー。
合う。 ている。クシート〉

６ 平和な社会 ・日本国憲法に込め 歴史の学習も踏ま 日本国憲法憲法前文( )知理 ：日本国憲法
を築く られた平和への願い えて、平和主義の について補説し、前の平和主義の考え方

を調べ、その考え方 大切さを理解して 文を読んでの感想をを理解している 発。〈
をまとめる。 いる。 まとめるように指導表・ワークシート〉

する。

７ 「平和学習 ・ 平和学習の街ヒ 資料を踏まえて、 教科書だけでなく、「 ( )関意態 ：平和の大
の街ヒロシ ロシマ」の資料を読 具体的に平和の大 ビデオや写真等を提切さに関心をもち、
マ」を訪ね み、平和の大切さに 切さについて、自 示し、感想をまとめ進んで話し合いに参
て ついて話し合う。 分の考えをまとめ させる。加している 発表。〈 〉

ている。

８ 憲法の内容 ・憲法の内容を実現 身近な問題から自 憲法の考え方を一つ( )関意態 ：自分たち
を実現する するために大切なこ 分自身の問題とし 一つ振り返らせ、大でできることを考

とを話し合い、自分 て考え、実際に実 切なことは何か考ええ、その実現への意
たちにできることを 現可能なことを考 るように助言する。欲をもっている 自。〈
まとめる。 えている。己評価カード〉



( ) １時間の指導と評価の流れ2

【導入】

・机間指導で、ワークシート

に記入できていない児童に

助言。

・挙手をさせ全体の傾向を把

握する。

・本時のめあてを確認する。

【展開】

、・調べてきたことを発表させ

個々の権利と義務について

具体的に補説する。

・机間指導でワークシートを

チェックし、個別に指導す

る。

・発言内容をもとに、思考・

判断の評価を行う。

【まとめ】

・ワークシートの記述をもと

に、思考・判断の評価を行

う。

３ 実践を通して明らかになったこと

( ) 学習活動における具体の評価規準の実際1

【本時】

観点 評価規準 十分に満足できる 努力を要する状時 ( )
指導内容 活動内容

〈評価の方法〉 と判断される状況 況への手立て間

４ 政治と権利・義 政治には参政権と 資料集等にあるそ( )思判 ：みんなの
務の関係を話し 政 納税の義務が大切 れぞれの権利と義願いを実現する
合う 治と権利・義務の であるということ 務について、自分

関係について考え を国民の態度とか 自身とどのように
ている かわって考えてい かかわっているか。〈ワークシ

る。 を補説する。ート〉

○ 本時の展開
過

指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 教材･教具 評 価
程

権利 と 義 務 に 個別 ･ワークシートの ･権利として認められてい ワークシート
導 つ い て興 味 を 事例が 権利 として るかどうかを自己決定 さ
入 もたせる。 認 められているか せ 、本時の 課題 への学習

どうかを考える ｡ 意欲をもたせる。
本時 の めあ て
を確 認させる ｡ ･本時のめあてを知 ･本時のめあてとともに、

る ｡ 学習の流れを知らせる。

展 みんなの願いを実現する政治をするために大切な権利と義務について 考えよう｡

開
利 と 義 務 につ 一斉 ･調べ 学習で権利と ･前時の最後に学習課題を 権利と義務
いて 理 解 させ 義務 について調べ 与 え、資料集などをもと の短冊

る｡ てきたことを発表 に調 べさせておく。
する｡

参 政 権につ い 個別 ･みんなの願いを実 ･どの権利もなくてはなら ワークシート
て考 えさせる｡ 一斉 現する政治をする ないものであるが、 特に

ために特に大切だ 国民が政治に参加するこ

と思 う権利 を選び とが権 利を守 ることに
理由を考える ｡ なることに気付かせる。

納税 の 義 務 に 個別 ･もしも納税の義務 ･権利も大切であるが 、そ ワークシート 思 考 ･判(

つ い て考 えさ 一斉 がなければどうな の権利を実現させるために 断 政治 と)
せる 。 るか考える 。 は ､義務も 大切であるこ 権利 ･義 務

とに 気付かせる。 の関係につ

いて考えて
いる ｡〈 発

〉言 ･ﾜｰｸｼｰﾄ

政治 と 権 利 ・ 個別 ･政治 と権利・義務 ･友 だちの意見も参考 に、 ワークシート 思考 ･判(
ま 義 務 の 関係 を の 関係についてま みんなの願いを実現 する 断 政治 と)

と まとめさせる ｡ とめる ｡ 政治と権利・義務の 関係 権利 ･義 務
め を自分なりにまとめさせ の関係につ

る ｡ いて考えて
いる｡〈ﾜｰｸ

ｼｰﾄ〉



●【評価規準に対して「おおむね満足できる状況」Ｂ】の状況

「政治と権利・義務の関係について考えている」

↓

※ みんなの願いを実現する政治をするためには税金が必要であり、そのお金がうまく使われ

るために参政権が大切であることを考えている。

ワークシート記述例

・税金を払うのはいやだけど、みんなのくらしを豊かにするためにお金を出し合っていることがわか

った。また、その使い方を決める代表者は選挙で選ばれるので、参政権は大切な権利だと思う。

●【評価規準に対して「十分満足できる状況」Ａ】の状況

「政治には納税の義務と参政権が大切であるということを国民の態度とかかわって考えている 」。

↓

※ 国民の義務として納税の義務がある理由や参政権をしっかり行使するために政治に関心を

もつことの大切さを感じている。

ワークシート記述例

・みんなの願いを実現する政治をするために納税の義務は大切であり、きちっと税金を納めなければ

ならない。また、その税金がうまく使われるためには、参政権が大切だ。日頃から新聞を見たりして

政治のことをよく知ろうと思う。

●【努力を要する状況への手立て】の状況

なぜ、税金を納めなければならないのかを理解できていない。

国会の働きや選挙の仕組みが分かっていない。

↓

「それぞれの権利と義務について、既習学習をもとに自分自身とどのようにかかわっているか補説す

る 」。

ワークシート記述例

・なぜ、税金を払わなければならないのかな。集まったお金は、何に使っているんだろう。

( ) 実践のまとめ2

① 単元構成を考える

小単元を一つのまとまりと考えて、学習や評価を考えることが大切です。単元の入り口で、単

元に対する興味と単元を貫く問題をもち、学び方や調べ方の学習、作業的、体験的な学習や問題

解決的な学習を適切に配置することで、子どもが主体的に学習に取り組むようになります。

② １時間ごとの指導と評価の一体化

１時間の中で、子どもたちが行うそれぞれの学習活動に対して、机間指導等で状況をその都度

把握しながら援助することによって、指導と評価の一体化が可能になり、また、個に応じた指導

をすることができます。

③ 具体的な児童の姿を想定し評価することの重要性

社会科の観点別評価は難しいと言われますが、具体的な児童の姿を想定したものをチェック項

目として準備することで、より客観的な評価が可能となります。



③ 資料編
１ 単元指導計画（ 指導と評価の計画 ）「 」

○ 単元名 「２．わたしたちのくらしと日本国憲法 （東京書籍 新しい社会６年下）」

学習活動における具体の評価規準等時
(観点)評価規準 十分に満足できる 努力を要する状況指 導 内 容 活 動 内 容
評価の方法 と判断される状況 への手立て間 〈 〉

１ 町の福祉ウォッ ・自分たちの町でど 福祉に対して憲法は 身近な施設や自分の(関意態)：自分たち
チング のような福祉が行わ どのような働きをし 生活とのかかわりかの町でどのような福

れているかを調べる ているのかという問 ら、町で行われてい祉が行われているの
計画を立てる。 題意識をもって調べ る福祉について関心か関心をもち、進ん

ようとしている。 をもてるように、個で調べようとしてい
別に指導・支援する 〈発表・計画カ。
る。ード〉

２ 市の福祉政策と ・日本国憲法の基本 教科書や資料集の写(知理)：市の福祉政 福祉の町づくりは、
憲法の関係を調 的な原則を調べ、市 真や図と児童が実際策と憲法とのかかわ 国や府、民間の人た
べる の福祉政策と憲法の に調べたことを結びりが分かっている。 ちが協力し合って実

関係を話し合う。 付けながら、理解に〈発表・ワークシー 現できることに気付
応じて補説する。ト〉 いている。

３ 基本的人権を大 ・資料を活用し、基 自分の問題意識に沿 まとめの活動に取り(技表)：くらしを支
切にする市の考 本的人権を尊重する ったテーマを設定し 組めない児童に対しえる政治の働きを、
えを聞く 考え方が、政治にど て、調べたことを整 ては、まとめ方や表図や表にまとめてい

のように反映されて 理し、分かりやすく 現の仕方などを得意る 〈行動観察・発。
いるかを図や表に整 表現している。 な方法でよさが生き表用紙〉
理する。 るように指導する。

４ 政治と権利・義 ・憲法に記された国 (思判)：みんなの願 政治には参政権と納 資料集等にあるそれ
務の関係を話し 民の権利と義務につ いを実現する政治と 税の義務が大切であ ぞれの権利と義務に
合う いて調べ、政治と権 権利・義務の関係に るということを国民 ついて、自分自身と

利・義務の関係を話 ついて考えている。 の態度とかかわって どのようにかかわっ
《本時》実践編 し合う。 〈ワークシート〉 考えている。 ているかを補説す
参照 る。

５ 市の政治から国 ・参政権と国民主権 参政権は国民主権の 国民が国の政治にど(思判)：主権をもつ
民主権を調べる の関係について調 表れであり、民主政 のようにかかわって国民が、国の政治に

べ、国民主権がどの 治にとって極めて重 いるか、一つ一つにどのようにかかわっ
ように実現されてい 要であることを考え ついて具体的に説明ているか考えてい
るかを話し合う。 ている。 する。る ワークシート。〈 〉

６ 平和な社会を築 ・日本国憲法に込め 歴史の学習も踏まえ 日本国憲法憲法前文(知理)：日本国憲法
く られた平和への願い て、平和主義の大切 について補説し、前の平和主義の考え方

を調べ、その考え方 さを理解している。 文を読んでの感想をを理解している 発。〈
をまとめる。 まとめるように指導表・ワークシート〉

する。

７ 「平和学習の街 ・ 平和学習の街ヒ 資料を踏まえて、具 教科書だけでなく、「 (関意態)：平和の大
ヒロシマ」を訪 ロシマ」の資料を読 体的に平和の大切さ ビデオや写真等を提切さに関心をもち、
ねて み、平和の大切さに について、自分の考 示し、感想をまとめ進んで話し合いに参

ついて話し合う。 えをまとめている。 させる。加している 発表。〈 〉

８ 憲法の内容を実 ・憲法の内容を実現 身近な問題から自分 憲法の考え方を一つ(関意態)：自分たち
現する するために大切なこ 自身の問題として考 一つ振り返らせ、大でできることを考

とを話し合い、自分 え、実際に実現可能 切なことは何か考ええ、その実現への意
たちにできることを なことを考えている るように助言する。欲をもっている 自。〈 。

己評価カード〉まとめる。



２ 学習指導案例
【指導案例１】

○ 単元名 「２．わたしたちのくらしと日本国憲法 （東京書籍 新しい社会６年下 ）」 P.18

○ 本時の目標

・みんなの願いを実現する政治と権利・義務の関係について考える。 （思考・判断）

○ 本時の展開

過 指導
指導内容 主な学習活動 指導上の留意点 教材･教具等 評 価

程 形態

権利と義務に 個別 ･ワークシートの事例 ･権利として認められている ワークシート

導 ついて興味を が権利として認めら かどうかを自己決定させ、

もたせる。 れているかどうかを 本時の課題への学習意欲を

考える｡ もたせる。

入 本時のめあて ･本時のめあてを知る｡ ･本時のめあてとともに、学

を確認させる｡ 習の流れを知らせる。

みんなの願いを実現する政治をするために大切な権利と義務について考えよう｡

権利と義務に 一斉 ･調べ学習で権利と義 ･前時の最後に学習課題を与 権利と義務

展 ついて理解さ 務について調べてき え、資料集などをもとに調 の短冊

せる｡ たことを発表する｡ べさせておく。

参政権につい 個別 ･みんなの願いを実現 ･どの権利もなくてはならな ワークシート

て考えさせる｡ 一斉 する政治をするため いものであるが、特に国民

に特に大切だと思う が政治に参加することが権

権利を選び理由を考 利を守ることになることに

える｡ 気付かせる。

( )納税の義務に 個別 ･もしも納税の義務が ･権利も大切であるが、その ワークシート 思考 ･判断

開 ついて考えさ 一斉 なければどうなるか 権利を実現させるためには､ 政治と権利 ･

せる。 考える。 義務も大切であることに気 義務の関係に

付かせる。 ついて考えて

いる｡〈発言･

ﾜｰｸｼｰﾄ〉

( )政治と権利・ 個別 ･政治と権利・義務の ･友だちの意見も参考に、み ワークシート 思考 ･判断

ま 義務の関係を 関係についてまとめ んなの願いを実現する政治 政治と権利 ･

と まとめさせる ｡ る ｡ と権利・義務の関係を自分 義務の関係に

め なりにまとめさせる ｡ ついて考えて

いる｡〈ﾜｰｸｼｰ

ﾄ〉



【指導案例２】

○ 単元名 「２．わたしたちのくらしと日本国憲法 （東京書籍 新しい社会６年下 ）」 P.18

○ 本時の目標

・みんなの願いを実現する政治と権利・義務の関係について考える。 （思考・判断）

○ 本時の展開

過 指導
指導内容 主な学習活動 指導上の留意点 教材･教具等 評 価

程 形態

P.9税金について 一斉 ･税金を払うことにつ ･消費税など身近な生活から 教科書

導 考えさせる。 いての感想を発表す 考えさせる。 税金につい

る｡ ての資料

入 本時のめあて ･本時のめあてを知る｡ ワークシート

を確認させる｡

みんなの願いを実現する政治をするために大切な権利と義務について考えよう｡

展

納税の義務に 一斉 ･なぜ、納税が義務に ･国民の義務について簡単に 資料集

ついて考えさ なっているのか理由 知らせ、みんなの願いを実

せる｡ を考える。 現するために納税の義務が

あることを理解させる。

一斉 ･税金の使い道はどの ･教科書「１みんなの願いを

ように決まるか思い 実現する政治」を振り返さ

開 出す。 せる。

参政権につい 個別 ･税金がうまく使われ ･選挙に行くことだけでな ワークシート

て考えさせる｡ 一斉 るために、国民とし く、政治に関心をもつこと

てどうすればよいか など幅広く考えさせる。

話し合う。

( )政治と権利・ 個別 ･政治と権利・義務の ･友だちの意見も参考に、み ワークシート 思考 ･判断

ま 義務の関係を 関係についてまとめ んなの願いを実現するため 政治と権利 ･

と まとめさせる ｡ る ｡ の政治と権利・義務の関係 義務の関係に

め を自分なりにまとめさせる｡ ついて考えて

いる｡〈ﾜｰｸｼｰ

ﾄ〉



３ ワークシート例

社 会 科 ワ ー ク シ ー ト

名前（ ）
「政治と権利・義務の関係を話し合う」

○ 次のことは 「権利」として認められているでしょうか？、

、 、 、 。 （ ）１ 家では お父さんがお母さんより先にごはんを食べたり お風呂に入ったりする

２、会社の社長と意見が合わないので、働いている人がみんなで団結して運動をする。 （ ）

３、Ａさんの家では、先祖からＢ宗教を信じているが、ＡさんはＣ宗教を信じている。 （ ）

○ 政治にとって特に大切だと思う「権利」を一つ選び、その理由も書こう。

権

○ もしも 「納税の義務」がなければどうなるか、考えてみよう。、

○ 政治と権利と義務の関係について考えたことをまとめよう （図をかいてもよい）。



社 会 科 ワ ー ク シ ー ト

教科書 「政治と権利・義務の関係を話し合う」P.18
名前（ ）

●税金について思っていることを書こう。

●税金がうまく使われるために、国民としてどうすればよいか考えてみよう。

●政治と権利と義務の関係について考えたことをまとめよう （図をかいてもよい）。

先生から




